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1n the previous report. a new method of composing Sandwich Curtain Wa11 is
proposed. The Curtain Walls are made in the fol1owing way. 
1. Steel-bar-grid is attached to the structural fr田ne.
2. This grid is sandwiched between two special concrete plates. 
3. These two are combined by concrete set between them. 
The present paper deals with the experimental study on composing the Sand-
wich Curtain Wall in the following two cases. 
1. One side of Sandwich Curtain Wall is composed by special concrete panels 
and the other side is composed by urethane foam panels. 
2. One side of Sandwich Curtain Wall is composed by concrete panels and the 
other side is composed by urethane plywood panels. 
The results obtained are as follows : 
1. The weight of a urethane foam panel is only 0.20 kg. 
2. Process of making each paner is simple and is fit for mass production. 
3. This method of composing Sandwich Curtain Wal1 is easy. exact and rapid. 
4. The Sandwich Curtain Wal1 has an increased efficiency in 1ighting， fire-
proofing and in insulating from heat and sound. 
5. The weight of this curtain wall per unit area is about 50% of the Curtain 





m高さ 3mの SandwichCurtain Wallの施工実験
で、施工の実用性を確めた。これまでの実験では，両国
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材 料|比重 IKkcal/mhDC 
普通コ γクリート 2.2 1.4 
軽量コンクリート 0.8 0.23 
ロックウーノレ 0.1---0.2 0.038 
グラスウール 0.2 0.036 
木 材 0.43~0.48 0.11""""0.15 
漆 喰 1.32 0.60 
ウレタンフォーム O. 030~0. 035 O. 015~0. 018 









































panelと Urethanefoam とを Sandwichとし中心
部を中空とする構造による場合の遮音効果を期待する
ものである口














表 2 各種材料の透湿係数 G 
材 料 |厚さ IG91m2 h mmHg 
プ ラス タ ー
アスフアノレト



























U rethane P panelはそれぞれ次の方法で製作した。
2・2・ UrethaneF panel 
写真 1(a)に見る木製モールドを製作し，モールド中













~ mortarおよび~t ~ ~ concrete との接着性の増加を計るため，
'.4一号寸 z2、 ~ 40 mortarおよび
concrete との
接触面にエポキ
~i， ~円円円~ シ樹脂接着剤を用いて， 径 3 ~5弘程度の砂をノミネノレtこR占り付
8 j・協同 川本'" けた。(写真1
















を貼り付ける。 写真 3 
Urethane P panelの大きさ，形状を写真3，図8
に示す。

























ハネル種類 I w 1t9 1 cm2 I A :it kg I圧縮強度 |熱伝 kcal | |吸水率密度 cm I重 量 kg wd 導率函モ |政音率 問%
作用
l
0.0495 0.20 3.5 0.018 0.3 1.5 
Urethane F panel 
横筋用 0.0471 0.20 3.4 0.018 0.3 1.5 
縦筋用 83~124 1. 30~1 .40 
Concrete panel 
横筋用 1. 60~2 . 30 i 6.60 83~124 1. 30~1. 40 






























作出来なかったが， モールドの開発， パネルの製 鉄筋と両パネルとを打込
作・発泡技術の向上などによっては 600万X2400% コンクリ ー卜で1体に構 写真 5 
~2600匁程度の大きさ ， (すなわち床面から天井面 成した。 (写真5) 
まで一枚のパネノレとなる大きさ〉のものも製作出来 試験体 Bp
るものと考えられるo 表面には，下段が横筋用，上段が縦筋用でしかも上 ・
4. U rethane foamは一応自己消火性難燃材料て-は 下段が 1枚となっている U.P. Panel (図8) 1枚
あるが，建築材料として防火上に難点があるo解決 を，裏面には下段を横筋用，上段を縦筋用のそれぞれ
方法乏して，先に述べた Concretepanelとの組み C. Panelを用いて両面から合せて Ap同様に構成し







間当り 2~3 枚 (Urethane F Panel の場合 2~3
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0.60 I 0.16 I 1625 I 5313 
1.76 I 0.26 I 1563 I 6063 
0.40 I 0.29 I 1000 I 6000 















































本曲げ実験では， U. F. Panelおよび U.P. Panel 使用の試験体に関しても同様なことがL、えるoこのこ

















































Panel で構成した Sand 写真 7 
wich Curtain Wallの上部に構成施工を実験した。
写真8のごとく 9m1l!ボル トをパネル 1個所に 2本当配
し，その聞に目地モルタルを施し，その上部の表面に





F. Panel裏面は C.Panelとする)，その上部に 9m1l!
















































2m.m.まで許せば不良個所 63.34% (25%) 
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個所114 1 8 1 0 I 10 I 12I 6 1印

































水平方向 不良 29.41% ( 2.8%) 
垂直方向 不良 62.85% (27.8%) 
壁長の 1/5∞まで許せば(( )内は両面C.Panelの
実験値)
水平方向 不良 3.92% (なし〉































を繰返して写真19の如く， U. P. Panel 3枚と裏面の
C. Panel 12枚〈縦筋用6枚，横筋用6枚〉とが完全
に1体となって3行が固定した。この操作を繰返して







害は全くなかったし，施工中の間止めにはノミネル1個 があげれるがJ Urethane Panelを C‘Panelと組
につきその両側計4個所で U.P. Panelと針金で仮 合せて使用すれば，次の利点が挙げられるo
止めしたので，板締めボルトの除去の問題はなくなっ a パネルの重量がきわめて軽いので，施工が楽で
た。しかし U.P. Panel上・下・両側の接合部が施 あり壁体自重を軽減できて，経清的となるo
工を困難にしたので，接合部に本実験を応用した構法 b 室内に面する UrethanePanelが焼失しても，
を考えねばならなL、。 裏面には C.Panelで出来ている壁体が存在する
i パネルの附着 ため，隣室に延焼するまでには時間をかせげるo
























c Urethane Panel は打込コンクリートと附着す
る。
d U. F. Panelの表面仕上げ精度がやや不良であ
ったので，これの仕上面および隅角部を吟味しな
ければならない。
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